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HDD を主に使用していたユーザー層のニーズに応えた、広く普及できる画期的なストレージシステムとして高く評

価されました。 

大容量磁気テープを使ったデータアーカイブストレージシステム：  

「d：ternity オンサイト アーカイブ」 

＜当社が開発した大容量磁気テープについて＞ 

磁気テープは、今後も加速する社会のデータの大容量化に対応できる最適なメディアです。 

当社は、磁気テープの磁性体として世界で初めて「バリウムフェライト（BaFe）磁性体」を採用し、製品化に成功。当

時主流だったメタル磁性体を用いた従来技術では限界に近づいていたデータテープの容量を飛躍的に向上させるとと

もに、長期保存性、信頼性、コスト面に優れた大容量データ記録用メディアを提供してきました。当社の「BaFe 磁性体」

採用の磁気テープは、豊富に蓄積してきた「BaFe 磁性体技術」により、使用するドライブに関わらず安定的に高い性能

を発揮でき、市場品質に優れています。 

富士フイルムは、「BaFe 磁性体」を使用した磁気テープのさらなる大容量化に向けた技術開発にも取り組んでおり、

平成 27 年 4 月には、米国 IBM と共同で、「BaFe 磁性体」採用の磁気テープの実走行試験を行い、世界最大容量※5と

なる 1巻あたり非圧縮220TB のデータカートリッジ実現につながる画期的な技術を開発。技術の向上によるさらなる大

容量化の実証実験を成功させています。 

＜当社が展開する「d:ternity」について＞ 

当社は、デジタルデータのアーカイブに関するソリューションを「d:ternity」として展開しています。「d:ternity オンサイト 

アーカイブ」の他にも、お客様からデータをお預かりして磁気テープによる長期保管を行うデータアーカイブサービス

「d:ternity オフサイト アーカイブ※6」や様々なアナログデータのデジタル化・データ変換するサービス「d:ternity コンバ

ージョン※7」など、アナログデータのデジタル化や、磁気テープを使ったデータの社内外での効率的な長期保管など、デ

ータアーカイブに関するあらゆるニーズにお応えしています。 

富士フイルムは、今後とも省エネ活動や省エネ型製品の開発を積極的に推進し、社会の持続可能な発展に貢献し

ていきます。 

※1 生成されてから時間がたちアクセスされることの少なくなったデータで、重要な情報資産として長期間の保管が求められるもの。 

※2 我が国の年間総消費電力量約 1兆 kWh の内、データセンターで約 100 億 kWh が消費されており（出典：経済産業省 「エネルギーサービス産業・ユ  
ーザーの新たな動きについて」）、更にそのうちの約 7 億 kWh がデータ保存に使用されている（出典：総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エ
ネルギー分科会 省エネルギー小委員会 第 10 回）。 

※3 出典：JEITA テープストレージ専門委員会｢テープストレージの活用による省エネ貢献 2016｣
※4 平成 29 年 1 月 24 日発表時点。当社調べ。 
※5 平成 29 年 1 月 24 日発表時点。塗布型磁気テープとして。当社調べ。 

※6 HDD、光ディスクや磁気テープなどのデジタル記録媒体に加え、紙や写真などアナログ資料もデジタル化して、LTO を使用した富士フイルムのアーカ    
イブシステムに保管しデータを預かるサービス。保管期間中は、富士フイルムが定期的なLTOの状態確認やデータ移行（マイグレーション）、保管場所
を分散化させることによる災害対策等のリスク管理など、データ長期保管に伴う業務を実施します。 

※7 写真プリントや各種フィルムなどのアナログ資料を高画質デジタルデータに変換したり、古い規格のビデオテープを汎用的な磁気テープや DVDにデ   
ジタル化することなどが可能。 

本件に関するお問合せは、下記にお願いいたします。 

報道関係 コーポレートコミュニケーション部    TEL：03-6271-2000 

お客様  記録メディア事業部     TEL：03-6271-2087 

「データアーカイブサービス d:ternity」 ウェブサイト    http://fujifilm.jp/dternity/


